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第 1 章

概要

• このマニュアルについて, 1 ページ

このマニュアルについて
このガイドでは、Cisco HyperFlexシステムのネットワークと外部ストレージアーキテクチャの概
要について説明します。また、最初の HyperFlexクラスタの設定後に通常実行されるネットワー
クおよび外部管理手順についても説明します。
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第 2 章

Network Management

• 物理ネットワーク, 3 ページ

• 論理ネットワーク, 6 ページ

• Virtual Network, 7 ページ

• Cisco UCS LANポリシー, 8 ページ

• プライベート VLAN, 19 ページ

• QoSポリシーの作成, 24 ページ

• HXサーバ用の vNICテンプレートの作成, 26 ページ

• vSwitchの設定, 30 ページ

• 分散仮想スイッチ（DVS）または Cisco Nexus 1000v（N1Kv）への vMotionネットワークの
移行, 31 ページ

• Stats Daemonのリセット, 33 ページ

物理ネットワーク

Cisco UCS アップリンクの接続

Cisco UCSネットワークアップリンクは、UCSファブリックインターコネクトのペアからお客様
のデータセンター内のLANに「ノースバウンド」を接続します。すべてのUCSアップリンクが、
複数の 802.1Q VLAN IDをアップリングをまたいで伝送するトランクとして機能します。UCSの
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デフォルト動作は、UCS設定で定義されたすべての VLAN IDを使用可能なすべてのアップリン
ク全体でトランキングできることを前提としたものです。

図 1：論理ネットワーク設計

Ciscoファブリックインターコネクトは、別のネットワークスイッチではなく、エンドポイント
の集合としてネットワーク上に出現します。内部的に、ファブリックインターコネクトはスパニ

ングツリープロトコル（STP）ドメインに参加しません。また、レイヤ 2イーサネットリンクで
相互接続されないため、ネットワークループを形成できません。STPを介したすべてのリンク
アップ/ダウンの決定はアップストリームルートブリッジが行います。

アップリンクは、両方のファブリックインターコネクトから接続され、アクティブにされる必要

があります。冗長性を確保するために、それぞれの FI上で複数のアップリンクを 802.3ad Link
Aggregation Control Protocol（LACP）ポートチャネルとして、または、個別のリンクを通して、
使用することができます。パフォーマンスと冗長性のレベルを最適化するために、仮想ポートチャ

ネル（vPC）機能を使用して、アップリンクを複数の上流に位置するシスコスイッチへの LACP
ポートチャネルとして構築することができます。vPCアップリンクを使用すれば、すべてのアッ
プリンクをアクティブ通過データにすることができるうえ、個別のリンク障害や上流に位置する

スイッチの故障から保護できます。他のアップリンク設定を冗長にすることはできますが、vPC
を利用できない場合はスパニングツリープロトコルループの回避によってリンクが無効になる

可能性があります。

すべてのアップリンク接続方法で、トラフィックをファブリックインターコネクト間で、つま

り、ファブリックAからファブリック Bへ転送できる必要があります。ケーブル、ポート、また
はリンクの障害が発生して、通常は UCSドメインから外に出ないトラフィックを強制的に UCS
アップリンクに転送しなければならない場合があります。加えて、このトラフィックフローパ

ターンは、リブートが必要なファブリックインターコネクト上でのファームウェアの更新などの

メンテナンス手順中に一時的に確認できます。
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VLAN とサブネット

Cisco HyperFlexシステム設定では、アップストリーム LANから UCSドメインに複数の VLANを
伝送する必要があり、これらのVLANもUCS設定で定義されます。次の表に、CiscoUCSのCisco
HyperFlexインストーラによって構築される VLANとその機能を示します。

表 1：

目的VLAN IDVLAN 名

ESXiホスト管理インターフェ
イス

HXストレージコントローラ
VM管理インターフェイス

HXストレージクラスタロー
ミング管理インターフェイス

ユーザが指定hx-inband-mgmt

ESXiホストストレージ
vmkernelインターフェイス

HXストレージコントローラ
ストレージネットワークイン

ターフェイス

HXストレージクラスタロー
ミングストレージインター

フェイス

ユーザが指定hx-storage-data

ゲスト VMネットワークイン
ターフェイス

ユーザが指定hx-vm-data

VMware ESXiホスト vMotion
vmkernelインターフェイス

ユーザが指定hx-vmotion

物理デバイス管理用の専用のネットワークまたはサブネットがデータセンターで頻繁に使用さ

れます。このシナリオでは、2つのファブリックインターコネクトの mgmt0インターフェイ
スが専用のネットワークまたはサブネットに接続されます。これは、次の警告をクリアすれ

ば、HyperFlexのインストールにとって有効な設定です。HyperFlexインストーラを導入する場
合は、必ず、ファブリックインターコネクトのmgmt0インターフェイスのサブネットに IP接
続し、上記 hx-inband-mgmt VLANで使用されるサブネットにも IP接続する必要があります。

（注）
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ジャンボフレーム

hx-storage-data VLANとサブネットを通過するすべての Cisco HyperFlexストレージトラフィック
がジャンボフレームを使用するように設定されます。正確に言えば、すべての通信が、最大伝送

ユニット（MTU）サイズが 9000バイトの IPパケットを送信するように設定されます。より大き
なMTU値を使用するということは、送信される各 IPパケットがより大きなペイロードを伝送す
ることを意味するため、パケットあたりに送信するデータ量が増え、結果的にデータの送受信が

高速化します。この要件は、Cisco UCSアップリンクを、ジャンボフレームを通過させるように
設定する必要があることも意味します。Cisco UCSアップリンクスイッチでジャンボフレームを
許可するように設定できなかった場合は、一部の障害シナリオで、特に、ケーブルやポートの障

害によってストレージトラフィックがノースバウンドCisco UCSアップリンクスイッチを通過し
たときに、サービスの中断につながる可能性があります。

論理ネットワーク
Cisco HyperFlexシステムは、4つの定義済みゾーンに分類される通信パスを備えています。

•管理ゾーン：このゾーンは、物理ハードウェア、ハイパーバイザホスト、およびストレージ
プラットフォームコントローラ仮想マシン（SCVM）を制御するために必要な接続で構成さ
れます。これらのインターフェイスと IPアドレスは、LAN/WAN全体でHXシステムを管理
するすべてのスタッフが利用できる必要があります。このゾーンは、ドメインネームシス

テム（DNS）とNetworkTimeProtocol（NTP）へのアクセスを提供し、セキュアシェル（SSH）
通信を可能にする必要があります。

• VMゾーン：このゾーンは、HyperFlexハイパーコンバージドシステム内で動作するゲスト
VMにネットワーク IOを提供するために必要な接続で構成されます。通常、このゾーンに
は、ネットワークアップリンクを介してCiscoUCSファブリックインターコネクトにトラン
キングされ、802.1Q VLAN IDでタグ付けされた複数の VLANが含まれています。これらの
インターフェイスと IPアドレスは、LAN/WAN全体でHXシステム内のゲストVMと通信す
る必要があるすべてのスタッフおよびその他のコンピュータエンドポイントが利用できる必

要があります。

•ストレージゾーン：このゾーンは、Cisco HX Data Platformソフトウェア、ESXiホスト、お
よびストレージコントローラ VMが HX分散データファイルシステムに提供するために使
用する接続で構成されます。適切に運用するためには、これらのインターフェイスと IPアド
レスが相互に通信できる必要があります。通常の運用では、このトラフィックのすべてが

Cisco UCSドメイン内で発生しますが、このトラフィックが UCSドメインのネットワーク
ノースバウンドを通過する必要があるハードウェア障害シナリオがあります。そのため、HX
ストレージトラフィックに使用される VLANは、FI Bから FI Aに、または、その逆方向に
到達する UCSドメインからのネットワークアップリンクを通過できる必要があります。こ
のゾーンは、主に、ジャンボフレームトラフィックであるため、UCSアップリンク上でジャ
ンボフレームを有効にする必要があります。

• vMotionゾーン：このゾーンは、ESXiホストがゲスト VMの vMotionをホスト間で有効にす
るために使用する接続で構成されます。通常の運用では、このトラフィックのすべてがCisco
UCSドメイン内で発生しますが、このトラフィックが Cisco UCSドメインのネットワーク
ノースバウンドを通過する必要があるハードウェア障害シナリオがあります。そのため、HX
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ストレージトラフィックに使用される VLANは、FI Bから FI Aに、または、その逆方向に
到達する Cisco UCSドメインからのネットワークアップリンクを通過できる必要がありま
す。

Virtual Network
Cisco HyperFlexシステムは、ESXiハイパーバイザレベルで事前定義された仮想ネットワーク設
計を備えています。4つの異なる仮想スイッチがHyperFlexインストーラによって作成され、それ
ぞれが、CiscoUCSサービスプロファイルで定義された vNICから提供される 2つのアップリンク
を使用します。

図 2：ESXi ネットワーク設計

作成される vSwitchは次のとおりです。

• vswitch-hx-inband-mgmt：これは、自動インストールの一部として ESXiキックスタートファ
イルによって名前変更されるデフォルト vSwitch0です。デフォルト vmkernelポート vmk0
が、標準の管理ネットワークポートグループ内に設定されます。スイッチは、ジャンボフ

レームを含まない 2つのアップリンク（ファブリックA上のアクティブとファブリックB上
のスタンバイ）を使用します。ストレージプラットフォームコントローラ VMが個々の管
理インターフェイスで接続するための 2番目のポートグループが作成されます。VLANは、
vNICテンプレートに割り当てられるネイティブ VLANではないため、ESXi/vSphereで割り
当てられます。

• vswitch-hx-storage-data：この vSwitchは、自動インストールの一部として作成されます。
vmkernelポート vmk1が、NFSを介した HXデータストアへの接続に使われるインターフェ
イスであるストレージハイパーバイザデータネットワークポートグループ内に設定されま

Cisco HyperFlex システムネットワークおよび外部ストレージ管理ガイドリリース 2.1    
7

Network Management
Virtual Network



す。スイッチは、ジャンボフレームを必要とする 2つのアップリンク（ファブリックB上の
アクティブとファブリックA上のスタンバイ）を使用します。ストレージプラットフォーム
コントローラ VMが個々のストレージインターフェイスで接続するための 2番目のポート
グループが作成されます。VLANは、vNICテンプレートに割り当てられるネイティブVLAN
ではないため、ESXi/vSphereで割り当てられます。

• vswitch-hx-vm-network：この vSwitchは、自動インストールの一部として作成されます。ス
イッチは、ジャンボフレームを含まない 2つのアップリンク（ファブリック Aおよび Bの
両方でアクティブ）を使用します。VLANは、vNICテンプレートに割り当てられるネイティ
ブ VLANではないため、ESXi/vSphereで割り当てられます。

• vMotion：このvSwitchが自動インストールの一部として作成されます。スイッチは、ジャン
ボフレームを必要とする 2つのアップリンク（ファブリックA上のアクティブとファブリッ
ク B上のスタンバイ）を使用します。VLANは、vNICテンプレートに割り当てられるネイ
ティブ VLANではないため、ESXi/vSphereで割り当てられます。

Cisco UCS LAN ポリシー

QoS ポリシーの作成
Quality Of Service（QoS）ポリシーは、vNICまたは vHBAに向けた発信トラフィックにシステム
クラスを割り当てます。このシステムクラスにより、このトラフィックに対するQualityOfService
が決定されます。

vNICポリシー、またはvHBAポリシーにQoSポリシーをインクルードし、その後、このポリシー
をサービスプロファイルにインクルードして、vNICまたは vHBAを設定する必要があります。

次の表は、設定可能なシステムクラスをまとめたものです。

表 2：システムクラス

説明システムクラス

サービスプロファイルの QoSポリシーに含めることができる設定可
能なシステムクラスのセット。各システムクラスはトラフィックレー

ンを 1つ管理します。

これらのシステムクラスのプロパティはすべて、カスタム設定やポ

リシーを割り当てるために使用できます。

Platinum

Gold

Silver

Bronze

ベーシックイーサネットトラフィックのために予約されたレーンに

対する QoSを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、必要

に応じて、データパケットのドロップを許可するドロップポリシー

があります。このシステムクラスをディセーブルにはできません。

ベストエフォート
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説明システムクラス

Fibre Channel over Ethernetトラフィックのために予約されたレーンに
対する Quality Of Serviceを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、デー

タパケットが絶対にドロップされないことを保証するドロップなしポ

リシーがあります。このシステムクラスをディセーブルにはできませ

ん。

FCoEトラフィックには、他のタイプのトラフィックで使用
できない、予約されたQoSシステムクラスがあります。他
のタイプのトラフィックに FCoEで使用される CoS値があ
る場合、その値は 0にリマークされます。

（注）

ファイバチャネル

UCS Managerで QoSポリシーを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Webブラウザを開き、Cisco UCSManagerの IPアドレスを入力します。ログインクレデンシャルを入力し
ます。

ステップ 2 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 3 [LAN]タブで [LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 4 [root]ノード > [Sub-org] > [hx-cluster]の順に展開します

ステップ 5 [QoS Policy]を右クリックし、[Create QoS Policy]を選択します。

ステップ 6 [Create QoS Policy]ダイアログボックスで、次の表に示すように必要なフィールドに値を入力します。

ホストコントロールレートBurst SizeQoSクラスQoSポリシー名

noneラインレート10240PlatinumPlatinum

noneラインレート10240GoldGold

noneラインレート10240SilverSilver

noneラインレート10240BronzeBronze

noneラインレート10240ベストエ

フォート

ベストエフォー

ト

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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次の作業

HX サーバ用の VLAN の作成

ステップ 1 Webブラウザを開き、Cisco UCSManagerの IPアドレスを入力します。ログインクレデンシャルを入力し
ます。

ステップ 2 [LAN]タブ > [LAN] > [LAN Cloud] > [VLANS]に移動します。

ステップ 3 次の表に示すように、右クリックして [Create VLANs]を選択します。

VLAN ID（デフォ
ルト）

マルチキャスト

ポリシー名

説明VLAN 名

3091HyperFlex次で使用されます。

• ESX管理

•ストレージコントローラ VMへの
SSH

• HXクラスタ管理 IP：マルチキャスト
トラフィックを使用

• HXデータプラットフォームプラグ
イン用の HyperFlex VMへの vCenter
接続

hx-inband-mgmt

3092HyperFlex次で使用されます。

• ESX NFSクライアント（IOvisor）

• HyperFlexレプリケーション/クラスタ

•クラスタデータ VIP

hx-storage-data

3093HyperFlex次で使用されます。

• VMおよびストレージ vMotion、FT、
iSCSI

hx-vmotion

任意*HyperFlex次で使用されます。

• VMデータトラフィック

insert existing vlan name
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（注）

•設定オプションは [Common/Global]です。これは、両方のファブリックに適用され、いずれの状況で
も同じ設定パラメータが使用されます。

• *VMデータVLANに関する特別な推奨事項はありません。VMデータトラフィック用の独自のVLAN
を作成できます。デフォルトでは、HXDPインストーラは VMデータトラフィック用の VLANを作
成しません。

MAC アドレスプールの作成
すでに存在する可能性があるMACアドレスの重複を避けるために、デフォルトのMACアドレス
のブロックを変更できます。各ブロックには、デフォルトで 100個のMACアドレスが含まれて
おり、UCSシステムごとに最大 100の HXサーバを展開できます。トラブルシューティングを容
易にするために、vNICごとに 1つのMACプールを使用することを推奨します。

8桁目は Aまたは Bに設定します。「A」は、ファブリックインターコネクト Aにピン接続
された vNICで設定されます。「B」は、ファブリックインターコネクト Bにピン接続された
vNICで設定されます。

（注）

ステップ 1 Webブラウザを開き、Cisco UCSManagerの IPアドレスを入力します。ログインクレデンシャルを入力し
ます。

ステップ 2 Cisco UCS Managerで、[LAN tab] > [Pools] > [root] > [Sub-org] > [hx-cluster] > [MAC Pools]に移動します。

ステップ 3 [MAC Pools]を右クリックし、[Create MAC Pool]を選択します。

ステップ 4 [CreateMAC Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次に示すように必須フィールドに
入力します。

MACアドレスブロック割り当て順序説明MACプール
名

00:25:B5:XX:01:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールhv-mgmt-a

00:25:B5:XX:02:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールhv-mgmt-b

00:25:B5:XX:03:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールstorage-data-a

00:25:B5:XX:04:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールstorage-data-b

00:25:B5:XX:05:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールvm-network-a
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00:25:B5:XX:06:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールvm-network-b

00:25:B5:XX:07:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールhv-vmotion-a

00:25:B5:XX:08:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールhv-vmotion-b

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create MAC Pool]ウィザードの [Add MAC Addresses]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create a Block of MAC Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のMACアドレス。[First MAC Address]フィールド

ブロック内のMACアドレス数。[Size]フィールド

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 [Finish]をクリックします。
MACアドレスの変更後、以前に設定されたように ESXiが再設定されます。しかし、管理 IPには DHCP
が割り当てられたため、IPが変わります。

MACアドレス変更に対する製造プロセスの影響

•特に顧客が UCSファブリックインターコネクトがない HyperFlexサーバを発注する場合、製造プロ
セスと顧客サイトの間でMACアドレスが変わります。

• MACアドレスは、サービスプロファイルの関連付けの際に設定されます。サービスプロファイルの
関連付けの解除の間は、設定されせん。

•製造プロセスの最後で、サービスプロファイルの関連付けが解除されます。つまり、MACアドレス
が未設定になります。

• HyperFlexサーバを導入する場合は、MACアドレスプールを上記のように設定します。

• VMWareは Consistent Device Naming（CDN）をサポートしていますが、5.5.SRが公開されて以来、
問題が報告されています。
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QoS ポリシーの作成
Quality Of Service（QoS）ポリシーは、vNICまたは vHBAに向けた発信トラフィックにシステム
クラスを割り当てます。このシステムクラスにより、このトラフィックに対するQualityOfService
が決定されます。

vNICポリシー、またはvHBAポリシーにQoSポリシーをインクルードし、その後、このポリシー
をサービスプロファイルにインクルードして、vNICまたは vHBAを設定する必要があります。

次の表は、設定可能なシステムクラスをまとめたものです。

表 3：システムクラス

説明システムクラス

サービスプロファイルの QoSポリシーに含めることができる設定可
能なシステムクラスのセット。各システムクラスはトラフィックレー

ンを 1つ管理します。

これらのシステムクラスのプロパティはすべて、カスタム設定やポ

リシーを割り当てるために使用できます。

Platinum

Gold

Silver

Bronze

ベーシックイーサネットトラフィックのために予約されたレーンに

対する QoSを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、必要

に応じて、データパケットのドロップを許可するドロップポリシー

があります。このシステムクラスをディセーブルにはできません。

ベストエフォート

Fibre Channel over Ethernetトラフィックのために予約されたレーンに
対する Quality Of Serviceを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、デー

タパケットが絶対にドロップされないことを保証するドロップなしポ

リシーがあります。このシステムクラスをディセーブルにはできませ

ん。

FCoEトラフィックには、他のタイプのトラフィックで使用
できない、予約されたQoSシステムクラスがあります。他
のタイプのトラフィックに FCoEで使用される CoS値があ
る場合、その値は 0にリマークされます。

（注）

ファイバチャネル
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UCS Managerで QoSポリシーを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Webブラウザを開き、Cisco UCSManagerの IPアドレスを入力します。ログインクレデンシャルを入力し
ます。

ステップ 2 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 3 [LAN]タブで [LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 4 [root]ノード > [Sub-org] > [hx-cluster]の順に展開します

ステップ 5 [QoS Policy]を右クリックし、[Create QoS Policy]を選択します。

ステップ 6 [Create QoS Policy]ダイアログボックスで、次の表に示すように必要なフィールドに値を入力します。

ホストコントロールレートBurst SizeQoSクラスQoSポリシー名

noneラインレート10240PlatinumPlatinum

noneラインレート10240GoldGold

noneラインレート10240SilverSilver

noneラインレート10240BronzeBronze

noneラインレート10240ベストエ

フォート

ベストエフォー

ト

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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次の作業

HX サーバ用の vNIC テンプレートの作成

はじめる前に

この手順では、合計 8つの vNICテンプレートを作成します。FI（A）と FI（B）のそれぞれに、
トラフィック管理、ストレージ管理、ネットワーク管理、および vMotion用のテンプレートを 1
つずつ割り当てます。

ステップ 1 Cisco UCS Managerで、[LAN tab] > [Policies] > [root] > [Sub-Organization] > [Hyperflex] > [vNIC Templates]に
移動します。

ステップ 2 [vNIC Templates]ノードを右クリックし、[Create vNIC Template]を選択します。

ステップ 3 [Create Network Policy]ダイアログボックスで、次のように必要なフィールドに値を入力します。

説明ネットワーク

制御ポリシー

QoS ポ
リ

シー

MTUMAC アド
レスプー

ル

ネイ

ティ

ブ
VLAN

VLANファブ

リック
ID

vNIC テン
プレート

名

次で使用されます。

• ESX管理

•ストレージコント
ローラVMへのSSH

•クラスタ管理 IP

• HXDPプラグイン用
のHXコントローラ
VMへの vCenter接
続。

• hv-mgmt-aと
hv-mgmt-bは、
vCenterで仮想ス
イッチ
vswitch-hx-inband-mgmt
のアップリンクとし

て使用されます。

ネットワーク

制御ポリ

シー：

hyperflex-infra

Silver1500hv-mgmt-aYeshx-inband-mgmtAhv-mgmt-a

hv-mgmt-bYeshx-inband-mgmtBhv-mgmt-b
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説明ネットワーク

制御ポリシー

QoS ポ
リ

シー

MTUMAC アド
レスプー

ル

ネイ

ティ

ブ
VLAN

VLANファブ

リック
ID

vNIC テン
プレート

名

次で使用されます。

• ESXi NFSクライア
ント（IOSvisor）

• HXDPレプリケー
ション/クラスタ

•クラスタデータVIP

• storage-data-aと
storage-data-bは、
vCenterで仮想ス
イッチ
vswitch-hx-storage-data
のアップリンクとし

て使用されます。

• NFSトラフィック
は、セキュリティと

QoSを考慮して、専
用の vNICおよび
VLAN上にある必要
があります。

ネットワーク

制御ポリ

シー：

hyperflex-infra

Platinum9000storage-data-aYesstorage-dataAstorage-data-a

storage-data-bYesstorage-dataBstorage-data-b

次で使用されます。

• VMデータトラ
フィック（VDI、
データベースなど）

• vm-network-aと
vm-network-bは、
vCenterで仮想ス
イッチ
vswitch-hx-vm-network
のアップリンクとし

て使用されます。

ネットワーク

制御ポリ

シー：

hyperflex-vm

Gold1500vm-network-aYes（カス

タマー

vlan名）

Avm-network-a

vm-network-bYes（カス

タマー
VLAN
名）

Bvm-network-b
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説明ネットワーク

制御ポリシー

QoS ポ
リ

シー

MTUMAC アド
レスプー

ル

ネイ

ティ

ブ
VLAN

VLANファブ

リック
ID

vNIC テン
プレート

名

次で使用されます。

• VMとストレージ
vMotion、FT

• hv-vmotion-aと
hv-vmotion-bは、
vCenterで仮想ス
イッチ vmotionの
アップリンクとして

使用されます。

ネットワーク

制御ポリ

シー：

hyperflex-infra

Bronze9000hv-vmotion-aYeshv-motion-aAhv-vmotion-a

hv-vmotion-aYeshv-motion-bBhv-vmotion-b

[General]領域で、次の参照テーブルに従って、8つすべての vNICにすべてのプロパティを設定します。

無効フェールオーバー

アダプタTarget

更新Template Type

not setPINグループ

デフォルトStats Threshold Policy

not setダイナミック vNIC接続ポ
リシー

vNICテンプレートのそれぞれに対し、次の表の通りに設定VLANs
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表 4：vNIC テンプレートに設定された VLAN

注VLANsvNIC 名

HXDPインストーラは、次のようにUCSMLCPvNICに単一のVLAN
を設定します。

• VLAN名を「hx-inband-mgmt」に設定します

•ネイティブ VLANとして設定します

•デフォルトでは VLAN IDを 3091に設定します。

HXDPインストーラで VLAN IDを変更でき
ます

（注）

• HXDPのインストール後、UCSMを開き、追加の VLANを作
成して、「hv-mgmt-a」および「hv-mgmt-b」vNICテンプレー
トに追加できます。これらの追加のVLANは、NetappNFS/ISCSI
ファイラなどの外部システムにアクセスするために使用できま

す。

•ポートグループ名は、VLANの [hx-inband-mgmt]でサポート
される [Storage Controller, Management Network]に設定されてい
る値です。

hx-inband-mgmthv-mgmt-a

hv-mgmt-b

HXDPインストーラは、次のように単一 VLANを設定します。

• VLAN名を「hx-storage-data」に設定します

•ネイティブ VLANとして設定します

•デフォルトでは VLAN IDを 3092に設定します。

注：HXDPインストーラで VLAN IDを変更できます。ただ
し、「hx-inband-mgmt」と同じにはできません。同じにする
と、ESXiルーティングが混乱します。

•ポートグループ名は次のとおりです。

•「Storage Controller Data Network」の後ろに VLAN
「hx-storage-data」が続きます。

• VMK「StorageHypervisorDataNetwork」の後ろにVLAN
「hx-storage-data」が続きます。

•サブネット 10

hx-storage-datastorage-data-a

storage-data-b
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注VLANsvNIC 名

• UCSMで 1つ以上の VLANを手動で作成します。

•ポートグループを手動で作成します。その際、ユーザが作成
した VLANを後ろに続けます。

• UCSMでさらに VLANを作成し、それらを VMトラフィック
用に「vm-network-a」および「vm-network-b」vNICテンプレー
トに割り当てることができます。

•注：HXDPインストーラは VLANまたはポートグループを設
定しません。

ユーザが作成した
VLAN

vm-network-a

vm-network-b

HXDPインストーラは、次のように単一 VLANを設定します。

• VMotion：VLAN「hx-vmotion」

• VLAN IDを設定します。

•ネイティブ VLANとして設定します

•デフォルトの VLAN IDは 3093です。

•サブネット 10

hx-vmotionhv-vmotion-a

hv-vmotion-b

ステップ 4 完了したら、[OK]をクリックします。

プライベート VLAN

プライベート VLAN の概要
プライベート VLANでは VLANのレイヤ 2ブロードキャストドメインがサブドメインに分割さ
れるので、スイッチで相互にポートを分離できます。サブドメインは、1つのプライマリ VLAN
と 1つまたは複数のセカンダリVLANで構成されます。プライベートVLANドメインには、プラ
イマリVLANが 1つのみ含まれています。プライベートVLANドメインの各ポートは、プライマ
リ VLANのメンバーであり、プライマリ VLANは、プライベート VLANドメイン全体です。

プライベート VLAN ポートの概要

プライベート VLANポートのタイプは、次のとおりです。
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•無差別プライマリVLAN：無差別ポートはプライマリVLANに属しています。無差別ポート
は、無差別ポートとアソシエートされているセカンダリ VLANに属し、プライマリ VLAN
とアソシエートされている、すべてのインターフェイスと通信でき、この通信可能なイン

ターフェイスには、コミュニティポートと独立ホストポートも含まれます。セカンダリ

VLANからのすべてのパケットがこの VLANを通過します。

•独立セカンダリVLAN：独立ポートは、独立セカンダリVLANに属するホストポートです。
このポートは、アソシエートされている無差別ポートと通信できることを除き、同じプライ

ベート VLANドメイン内の他のポートから、完全に隔離されています。

•コミュニティセカンダリ VLAN：コミュニティポートは、コミュニティセカンダリ VLAN
に属するホストポートです。コミュニティポートは、同じコミュニティ VLANにある他の
ポートおよびアソシエートされている無差別ポートと通信します。

デフォルトでは、HXの展開後、VMネットワークは通常のVLANを使用します。VMネットワー
クにプライベート VLANを使用する場合は、次の項から設定手順を実行します。

•既存の仮想マシンのないVMネットワークでのプライベートVLANの設定, （20ページ）。

•既存の仮想マシンがあるVMネットワークでのプライベートVLANの設定, （23ページ）。

既存の仮想マシンのない VM ネットワークでのプライベート VLAN の
設定

ステップ 1 CiscoUCSManagerでプライベートVLANを設定します（http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/
ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Network-Mgmt/3-1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1/b_UCSM_Network_
Mgmt_Guide_3_1_chapter_0110.html#task_F2EAE343E6894F12877F7192DEFB64B6)を参照してください）。

ステップ 2 アップストリームスイッチでプライベートVLANを設定します。http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/
datacenter/nexus9000/sw/6-x/layer2/configuration/guide/
b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Layer_2_Switching_Configuration_Guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_
NX-OS_Layer_2_Switching_Configuration_Guide_chapter_0101.htmlを参照してください。

ステップ 3 ESXホストでプライベート VLANを設定します。次を参照してください。 ESXホストでのプライベート
VLANの設定, （21ページ）
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ESX ホストでのプライベート VLAN の設定
ESXホストでプライベート VLANを設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 VMware vSphereクライアントから vSphere標準スイッチの VMNICを削除します。

ステップ 2 前の手順で削除した VMNICを使用して新しい vSphere分散スイッチを作成します。

ステップ 3 無差別、独立、およびコミュニティ VLANを作成します。

vSphere 標準スイッチでの VMNIC の削除

ステップ 1 VMware vSphereクライアントにログインします。

ステップ 2 [Home] > [Hosts and Clusters]を選択します。

ステップ 3 VMNICを削除する ESXホストを選択します。

ステップ 4 [Configuration]タブを開きます。

ステップ 5 [Hardware]で [Networking]をクリックします。

ステップ 6 vmincを削除する vSwitchの横にある [Properties]をクリックします。

ステップ 7 [Network Adapters]タブをクリックします。

ステップ 8 削除する vmincを選択し、[Remove]をクリックします。

ステップ 9 [Yes]をクリックして、選択内容を確認します。

ステップ 10 [Close]をクリックします。

vSphere 分散スイッチの作成

ステップ 1 VMware vSphereクライアントから、[Inventory] > [Networking]を選択します。

ステップ 2 dvSwitchを右クリックして、[New vSphere Distributed Switch]をクリックします。

ステップ 3 [Create vSphere Distributed Switch]ダイアログボックスで、[vSphere Distributed Switch Version: 6.0.0]を選択
します。

ステップ 4 [Next]をクリックします。

ステップ 5 [General Properties]タブで、次の項目を指定します。

• [Name]
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• [Number of uplink ports]

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Add Hosts and Physical Adapters]で、[Add Now]を選択します。

ステップ 8 目的の ESXホストの下で、[Physical Adapters]を選択します。

ステップ 9 [Next]をクリックします。

ステップ 10 [Finish]をクリックします。

デフォルトのポートグループが作成されます。

vSphere 分散スイッチでのプライベート VLAN の作成

ステップ 1 VMware vSphereクライアントから、[Inventory] > [Networking]を選択します。

ステップ 2 dvSwitchを右クリックして、[Edit Settings]をクリックします。

ステップ 3 [Private VLAN]タブを選択します。

ステップ 4 [Primary private VLAN ID]タブで、プライベート VLAN IDを入力します。

ステップ 5 [Secondary private VLAN ID]タブで、プライベート VLAN IDを入力します。

ステップ 6 [Type]ドロップダウンリストから、VLANのタイプを選択します。次のいずれかを指定できます。

• Isolated

• Community

無差別プライベート VLANが自動的に作成されま
す。

（注）

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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分散ポートグループでのプライベート VLAN の設定

はじめる前に

vSphere分散スイッチでプライベート VLANを作成します。

ステップ 1 [dvSwitch]の下の [dvPortGroup]を右クリックして、[Edit Settings]をクリックします。

ステップ 2 [Policies] > [VLAN]をクリックします。

ステップ 3 [VLAN type]ドロップダウンリストから [Private VLAN]を選択します。

ステップ 4 [Private VLAN Entry]ドロップダウンリストから、プライベート VLANのタイプを選択します。次のいず
れかを指定できます。

•無差別

• Isolated

• Community

コミュニティプライベート VLANが推奨されま
す。

（注）

ステップ 5 [OK]をクリックします。

既存の仮想マシンがある VM ネットワークでのプライベート VLAN の
設定

ステップ 1 CiscoUCSManagerでプライベートVLANを設定します（http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/
ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Network-Mgmt/3-1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1/b_UCSM_Network_
Mgmt_Guide_3_1_chapter_0110.html#task_F2EAE343E6894F12877F7192DEFB64B6)を参照してください）。

ステップ 2 アップストリームスイッチでプライベートVLANを設定します。http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/
datacenter/nexus9000/sw/6-x/layer2/configuration/guide/
b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Layer_2_Switching_Configuration_Guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_
NX-OS_Layer_2_Switching_Configuration_Guide_chapter_0101.htmlを参照してください。

ステップ 3 ESXホストでプライベート VLANを設定します。を参照してください。 ESXホストでのプライベート
VLANの設定, （21ページ）

ステップ 4 vSphere標準スイッチから新しく作成された vSphere分散スイッチに VMを移行します。
a) vCenter仮想マシンを右クリックして、[Migrate Virtual Machine Networking]をクリックします。
b) ドロップダウンリストから、[source network]および [destination network]を選択します。
c) [Next]をクリックします。
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d) 移行する仮想マシンを選択します。
e) [Finish]をクリックします。

ステップ 5 VMのネットワークアダプタのネットワーク接続をプライベート VLANに変更します。
a) vCenter仮想マシンを右クリックして、[Edit Settings]をクリックします。
b) [Hardware]タブから、変更するネットワークアダプタを選択します。
c) [Network Label]ドロップダウンリストから、使用するネットワーク接続を選択します。
d) [OK]をクリックします。

QoS ポリシーの作成
Quality Of Service（QoS）ポリシーは、vNICまたは vHBAに向けた発信トラフィックにシステム
クラスを割り当てます。このシステムクラスにより、このトラフィックに対するQualityOfService
が決定されます。

vNICポリシー、またはvHBAポリシーにQoSポリシーをインクルードし、その後、このポリシー
をサービスプロファイルにインクルードして、vNICまたは vHBAを設定する必要があります。

次の表は、設定可能なシステムクラスをまとめたものです。

表 5：システムクラス

説明システムクラス

サービスプロファイルの QoSポリシーに含めることができる設定可
能なシステムクラスのセット。各システムクラスはトラフィックレー

ンを 1つ管理します。

これらのシステムクラスのプロパティはすべて、カスタム設定やポ

リシーを割り当てるために使用できます。

Platinum

Gold

Silver

Bronze

ベーシックイーサネットトラフィックのために予約されたレーンに

対する QoSを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、必要

に応じて、データパケットのドロップを許可するドロップポリシー

があります。このシステムクラスをディセーブルにはできません。

ベストエフォート
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説明システムクラス

Fibre Channel over Ethernetトラフィックのために予約されたレーンに
対する Quality Of Serviceを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、デー

タパケットが絶対にドロップされないことを保証するドロップなしポ

リシーがあります。このシステムクラスをディセーブルにはできませ

ん。

FCoEトラフィックには、他のタイプのトラフィックで使用
できない、予約されたQoSシステムクラスがあります。他
のタイプのトラフィックに FCoEで使用される CoS値があ
る場合、その値は 0にリマークされます。

（注）

ファイバチャネル

UCS Managerで QoSポリシーを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Webブラウザを開き、Cisco UCSManagerの IPアドレスを入力します。ログインクレデンシャルを入力し
ます。

ステップ 2 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 3 [LAN]タブで [LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 4 [root]ノード > [Sub-org] > [hx-cluster]の順に展開します

ステップ 5 [QoS Policy]を右クリックし、[Create QoS Policy]を選択します。

ステップ 6 [Create QoS Policy]ダイアログボックスで、次の表に示すように必要なフィールドに値を入力します。

ホストコントロールレートBurst SizeQoSクラスQoSポリシー名

noneラインレート10240PlatinumPlatinum

noneラインレート10240GoldGold

noneラインレート10240SilverSilver

noneラインレート10240BronzeBronze

noneラインレート10240ベストエ

フォート

ベストエフォー

ト

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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次の作業

HX サーバ用の vNIC テンプレートの作成
はじめる前に

この手順では、合計 8つの vNICテンプレートを作成します。FI（A）と FI（B）のそれぞれに、
トラフィック管理、ストレージ管理、ネットワーク管理、および vMotion用のテンプレートを 1
つずつ割り当てます。

ステップ 1 Cisco UCS Managerで、[LAN tab] > [Policies] > [root] > [Sub-Organization] > [Hyperflex] > [vNIC Templates]に
移動します。

ステップ 2 [vNIC Templates]ノードを右クリックし、[Create vNIC Template]を選択します。

ステップ 3 [Create Network Policy]ダイアログボックスで、次のように必要なフィールドに値を入力します。

説明ネットワーク

制御ポリシー

QoS ポ
リ

シー

MTUMAC アド
レスプー

ル

ネイ

ティ

ブ
VLAN

VLANファブ

リック
ID

vNIC テン
プレート

名

次で使用されます。

• ESX管理

•ストレージコント
ローラVMへのSSH

•クラスタ管理 IP

• HXDPプラグイン用
のHXコントローラ
VMへの vCenter接
続。

• hv-mgmt-aと
hv-mgmt-bは、
vCenterで仮想ス
イッチ
vswitch-hx-inband-mgmt
のアップリンクとし

て使用されます。

ネットワーク

制御ポリ

シー：

hyperflex-infra

Silver1500hv-mgmt-aなしhx-inband-mgmtAhv-mgmt-a

hv-mgmt-bなしhx-inband-mgmtBhv-mgmt-b
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説明ネットワーク

制御ポリシー

QoS ポ
リ

シー

MTUMAC アド
レスプー

ル

ネイ

ティ

ブ
VLAN

VLANファブ

リック
ID

vNIC テン
プレート

名

次で使用されます。

• ESXi NFSクライア
ント（IOSvisor）

• HXDPレプリケー
ション/クラスタ

•クラスタデータVIP

• storage-data-aと
storage-data-bは、
vCenterで仮想ス
イッチ
vswitch-hx-storage-data
のアップリンクとし

て使用されます。

• NFSトラフィック
は、セキュリティと

QoSを考慮して、専
用の vNICおよび
VLAN上にある必要
があります。

ネットワーク

制御ポリ

シー：

hyperflex-infra

Platinum9000storage-data-aなしstorage-dataAstorage-data-a

storage-data-bなしstorage-dataBstorage-data-b

次で使用されます。

• VMデータトラ
フィック（VDI、
データベースなど）

• vm-network-aと
vm-network-bは、
vCenterで仮想ス
イッチ
vswitch-hx-vm-network
のアップリンクとし

て使用されます。

ネットワーク

制御ポリ

シー：

hyperflex-vm

Gold1500vm-network-aなし（カス

タマー

vlan名）

Avm-network-a

vm-network-bなし（カス

タマー
VLAN
名）

Bvm-network-b
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説明ネットワーク

制御ポリシー

QoS ポ
リ

シー

MTUMAC アド
レスプー

ル

ネイ

ティ

ブ
VLAN

VLANファブ

リック
ID

vNIC テン
プレート

名

次で使用されます。

• VMとストレージ
vMotion、FT

• hv-vmotion-aと
hv-vmotion-bは、
vCenterで仮想ス
イッチ vmotionの
アップリンクとして

使用されます。

ネットワーク

制御ポリ

シー：

hyperflex-infra

Bronze9000hv-vmotion-aなしhv-motion-aAhv-vmotion-a

hv-vmotion-aなしhv-motion-bBhv-vmotion-b

[General]領域で、次の参照テーブルに従って、8つすべての vNICにすべてのプロパティを設定します。

無効フェールオーバー

アダプタTarget

更新Template Type

not setPINグループ

デフォルトStats Threshold Policy

not setダイナミック vNIC接続ポ
リシー

vNICテンプレートのそれぞれに対し、次の表の通りに設定VLANs
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表 6：vNIC テンプレートに設定された VLAN

注VLANsvNIC 名

HXDPインストーラは、次のようにUCSMLCPvNICに単一のVLAN
を設定します。

• VLAN名を「hx-inband-mgmt」に設定します

•デフォルトでは VLAN IDを 3091に設定します。

HXDPインストーラで VLAN IDを変更でき
ます

（注）

• HXDPのインストール後、UCSMを開き、追加の VLANを作
成して、「hv-mgmt-a」および「hv-mgmt-b」vNICテンプレー
トに追加できます。これらの追加のVLANは、NetappNFS/ISCSI
ファイラなどの外部システムにアクセスするために使用できま

す。

•ポートグループ名は、VLANの [hx-inband-mgmt]でサポート
される [Storage Controller, Management Network]に設定されてい
る値です。

hx-inband-mgmthv-mgmt-a

hv-mgmt-b

HXDPインストーラは、次のように単一 VLANを設定します。

• VLAN名を「hx-storage-data」に設定します

•ネイティブ VLANとして設定します

•デフォルトでは VLAN IDを 3092に設定します。

注：HXDPインストーラで VLAN IDを変更できます。ただ
し、「hx-inband-mgmt」と同じにはできません。同じにする
と、ESXiルーティングが混乱します。

•ポートグループ名は次のとおりです。

•「Storage Controller Data Network」の後ろに VLAN
「hx-storage-data」が続きます。

• VMK「StorageHypervisorDataNetwork」の後ろにVLAN
「hx-storage-data」が続きます。

•サブネット 10

hx-storage-datastorage-data-a

storage-data-b
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注VLANsvNIC 名

• UCSMで 1つ以上の VLANを手動で作成します。

•ポートグループを手動で作成します。その際、ユーザが作成
した VLANを後ろに続けます。

• UCSMでさらに VLANを作成し、それらを VMトラフィック
用に「vm-network-a」および「vm-network-b」vNICテンプレー
トに割り当てることができます。

•注：HXDPインストーラは VLANまたはポートグループを設
定しません。

ユーザが作成した
VLAN

vm-network-a

vm-network-b

HXDPインストーラは、次のように単一 VLANを設定します。

• VMotion：VLAN「hx-vmotion」

• VLAN IDを設定します。

•ネイティブ VLANとして設定します

•デフォルトの VLAN IDは 3093です。

•サブネット 10

hx-vmotionhv-vmotion-a

hv-vmotion-b

ステップ 4 完了したら、[OK]をクリックします。

vSwitch の設定
VMware ESXおよび ESXiホストの両方で、vSwitchが GUIまたはコマンドラインの両方から設定
できます。

CLI設定は、複数の ESXサーバをインストールして、vSwitch設定のスクリプトを構築する際に
非常に便利です。

ESXのインストール後、次に示すように ESXホストで vSwitchを設定します。

ステップ 1 各 ESXサーバのコマンドラインにログインします。

ステップ 2 リストされた名前を使用して、各 ESXサーバで 3つの vSwitchを作成します。

• vswitch-hx-storage-data
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スイッチでMTUを 9000に設定します。

• vmotion

スイッチでMTUを 9000に設定します。

• vswitch-hx-vm-network

ステップ 3 次の CLIコマンドを使用して、3つの新しい vSwitchを作成します。
# esxcli network vswitch standard add -v vswitch-hx-storage-data

# esxcli network vswitch standard set -v vswitch-hx-storage-data -mtu= 9000

# esxcli network vswitch standard add -v vswitch-vmotion

# esxcli network vswitch standard set -v vswitch-vmotion -mtu=9000

# esxcli network vswitch standard add -v vswitch-hx-vm-network

ステップ 4 ESXiのインストール時に作成されるデフォルトの vSwitch vSwitch0は、Hxデータプラットフォームノー
ドのセットアップスクリプトが機能するように、「vswitch-hx-inband-mgmt」に名前を変更する必要があ
ります。次のコマンドを使用してスイッチの名前を変更してから、vmkernelがコンフィギュレーション
ファイルを再度読み取り、新しい名前を使用するように、ホストを再起動します。
# sed -i 's/vSwitch0/vswitch-hx-inband-mgmt/g' /etc/vmware/esx.conf

# reboot

ステップ 5 次のコマンドを使用して、ホストの再起動後に、vSwitchの作成と名前の変更が確認できます。
# esxcli network vswitch standard list

コマンド出力には、上記 4つの vSwitchが表示されます。「switch-hx-inband-mgmt」vSwitchのみにアップ
リンクとポートグループがリストされ、残りのネットワーク設定は、HXデータプラットフォームイン
ストーラスクリプトによって実行されます。

分散仮想スイッチ（DVS）または Cisco Nexus 1000v
（N1Kv）への vMotion ネットワークの移行

（注） • HXに依存しない以下の特定のネットワークでは、VMware DVSまたはCisco Nexus 1000v
を使用して HX Data Platformを設定できます。

vMotionネットワーク

仮想マシンネットワーク

•詳細については、Cisco Nexus 1000vのドキュメントを参照してください。
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HXに依存しないvSwitchと関連するポートグループをDVSネットワークまたはN1Kvネットワー
クに移行するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 vCenterから、DVSスイッチおよびポートグループを作成します。
a) [vCenter Inventory Lists] > [Datacenters] > [datacenter] > [Related Objects] > [Distributed Switches]の順に選択
します。[Add Distributed Switch]アイコンをクリックします。

b) [NewDistributed Switch]ウィザードを完了します。2つのアップリンクを使用して各DVSスイッチを作
成します。

例：VMネットワークと vmotion pg

• DVSwitch-VMNetwork：DVPortGroup-VMNetwork

• DVSwitch-Vmotion：DVPortGroup-Vmotion

ステップ 2 vSwitch、VMNetworkを移行します。VMNetworkを、従来の vSwitchからDVSに移行するには、次の手順
を実行します。

a) [vCenter Inventory Lists] > [Datacenters] > [datacenter] > [Related Objects] > [Distributed Switches]の順に選択
します。

b) [DVSwitch-VMNetwork vSwitch]を選択します。[Add and Manage Hosts]アイコンをクリックします。
[Add and Manage Hosts]ウィザードが起動します。

c) [Select task]ページで、[Add Hosts]を選択します。[Next]をクリックします。
d) [Select hosts]ページで、[Add New Hosts]をクリックします。クラスタ内のすべてのホストを選択しま
す。[Next]をクリックします。

e) [Select network adapter tasks]ページで、[Manage physical adapters]と [Migrate virtual machine networking]
を選択します。[Next]をクリックします。

f) [Manage physical network adapters]ページで、vswitch-hx-vm-network：VMネットワークの一部である物
理アダプタが DVSwitch-VMNetworkに割り当てられます。
[On other switches/unclaimed]リストで、スイッチで使用中の vswitch-hx-vm-networkに対応する vmnicを
選択します。[Assign uplink]をクリックし、[Auto-assign]を選択して [OK]をクリックします。ページが
更新され、新しく割り当てられた vmnicが [On this switch]にリストされます。

g) [Analyze impact]ページに、この移行による影響が表示されます。影響がすべてグリーンであることを
確認します。[Next]をクリックします。

h) [Migrate VM networking]ページで、新しいネットワーク DVPortGroup-VMNetworkに移行する VMを選
択します。
Next
すべてのホストから、コントローラ VM、stCtlVMを除くすべての VMを選択します。
[DVPortGroup-VMNetwork]を選択します。[Next]をクリックします。

各ホストのVMのリストには、コントローラVMを含むすべてのVMが含まれています。コ
ントローラ VMは選択しないでください。コントローラ VMを移行すると、ストレージク
ラスタが中断されます。

（注）

i) [Ready to complete]ページで、移行の概要を確認します。[Finish]をクリックします。
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移行後のシステムによって、複数のネットワーク関連のアラームが生成されます。アラーム

を確認し、クリアします。

（注）

ステップ 3 vmotion pgに vSwitchを移行します。 vmotion pgを、従来の vSwitchから DVSに移行するには、次の手順
を実行します。

a) [vCenter Inventory Lists] > [Datacenters] > [datacenter] > [Related Objects] > [Distributed Switches]の順に選択
します。

b) [DVSwitch-Vmotion vSwitch]を選択します。[Add and Manage Hosts]アイコンをクリックします。[Add
and Manage Hosts]ウィザードが起動します。

c) [Select task]ページで、[Add Hosts]を選択します。[Next]をクリックします。
d) [Select hosts]ページで、[Add New Hosts]をクリックします。クラスタ内のすべてのホストを選択しま
す。[Next]をクリックします。

e) [Select network adapter tasks]ページで、タスク [Manage physical adapters]と [Manage VMkernel adapters]
を選択します。[Next]をクリックします。

f) [Manage physical network adapters]ページで、vmotion:vmotion pgの一部である物理アダプタが
DVSwitch-Vmotionに割り当てられます。
[On other switches/unclaimed]リストで、スイッチで使用中の vmotionに対応する vmnicを選択します。
[Assign uplink]をクリックし、[Auto-assign]を選択して [OK]をクリックします。ページが更新され、新
しく割り当てられた vmnicが [On this switch]にリストされます。[Next]をクリックします。

g) [ManageVMkernel network adapters]ページで、VMkernelアダプタをポートグループDVPortGroup-Vmotion
に移行します。

各ホストに対し、[On other switches]で、スイッチで使用中の vmotionに対応するVMKernelアダプタを
選択します。[Assign port group]をクリックします。宛先ポートグループ、DVPortGroup-Vmotionを選
択します。[OK]をクリックします。ページが更新され、VMkernelネットワークアダプタが再度割り
当てられ、送信元ポートグループと宛先ポートグループがリストされます。

h) 新しいネットワーク、DVPortGroup-Vmotionに移行するホストを選択します。[Next]をクリックしま
す。

i) [Ready to complete]ページで、移行の概要を確認し、[Finish]をクリックします。

ステップ 4 移行後の手順：IO、ネットワークの接続性、およびVMの移行について、VMに影響がないことを確認し
ます。

Stats Daemon のリセット
説明

ネットワークデーモンは、UDPまたは TCP経由で送信されるカウンタやタイマーなどの統計情
報をリッスンし、1つ以上の着脱可能なバックエンドサービスに集計を送信します。

手動で HXデータプラットフォームサーバに ESXを再インストールした後、パフォーマンス統
計情報が正しく表示されるように、stats daemonをリセットします。
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アクション：stats daemonの再起動

ステップ 1 ESXホストのコントローラ VMのコマンドラインにログインします。

ステップ 2 restartコマンドを実行します。
# /etc/init.d/statsd restart

ステップ 3 ストレージクラスタのすべての ESXホストのコントローラ VMでステップ 1およびステップ 2を繰り返
します。
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第 3 章

外部ストレージ管理

• 外部ストレージ管理の概要, 36 ページ

• 外部ファイバチャネルストレージ, 36 ページ

• 外部 iSCSIストレージへの Cisco HXサーバの接続, 45 ページ

• 外部 NFSストレージへの Cisco HXサーバの接続, 55 ページ

• ファイバチャネルのゾーン分割, 57 ページ

• Cisco UCS Managerでのファイバチャネルのゾーン分割, 57 ページ

• ファイバチャネルゾーン分割の設定, 59 ページ

• ダイレクトアタッチドストレージ, 60 ページ

• ファイバチャネルスイッチングモード, 60 ページ

• ファイバチャネルスイッチングモードの設定, 61 ページ
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外部ストレージ管理の概要

図 3：外部ストレージと Cisco HyperFlex システムの統合

Cisco HyperFlexシステムは、ユニファイドファブリックを介して SANストレージとネットワー
クアタッチドストレージ（NAS）の両方への統合されたアクセスを提供します。ストレージア
クセスを統一することにより、Cisco Unified Computing Systemは、イーサネット、ファイバチャ
ネル、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）、および iSCSIを介してストレージにアクセスできま
す。

外部ファイバチャネルストレージ

外部ファイバチャネルストレージへの HyperFlexノードの接続
このドキュメントでは、Tier 1外部ファイバチャネル（FC）ストレージアレイを HyperFlexノー
ドに接続する方法を詳しく説明します。外部 FCストレージは、次のように、ファイバチャネル
エンドホストモードとイーサネットエンドホストモードで HXノードに接続できます。

•ファブリック接続 FCストレージ

•ファブリック接続 FCoEストレージ
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ストレージ設計に関する考慮事項

SAN接続に関する設計上の考慮事項を次に示します。

•ノースバウンドストレージの物理接続では、LAN接続などの仮想ポートチャネル（vPC）
がサポートされません。

•ポートチャネルまたはトランキングを利用して、複数のストレージアップリンクポートを
結合して物理リンクの冗長性を確保することができます。

•ストレージリソースの冗長性はストレージ自体で管理され、その方法はベンダーによって異
なります。

•外部ストレージをHXドメインに直接接続すると、追加の処理によりファブリックインター
コネクトの物理ポートの使用量が増加します。

•ストレージリソースへのアクセスを提供するには、VSANやゾーン分割などのソフトウェア
設定が必要です。

•外部ストレージ接続を利用する場合は、2つのクラスタ間でLAN接続ポリシーが異なる可能
性があるため、ストレージに接続する各クラスタを独自のドメイン内に置くことが不可欠で

す。

ストレージ設定の順序

以下に記載されているステップに従って、HXサーバを外部ファイバチャネル（FC）ストレージ
に接続します。

ステップ 1 管理者レベルのクレデンシャルを使用して、HXデータプラットフォームインストーラにログインしま
す。最初のワークフローの選択で、[I know what I’m doing, let me customize my workflow]オプションをク
リックします。

ステップ 2 [Run UCSM Configuration]および [Run ESX Configuration]のみを選択します。

ステップ 3 ウィザードに従って、設定を完了します。上記の章で説明している手順で作成するHXポリシー、サービ
スプロファイルテンプレート、およびサービスプロファイルを、HXクラスタに関連付けることになり
ます。

特定の手順については『HyperFlex Getting Started Guide』の「Configuring HX Data Platform」の章を参照し
てください。 http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/
GettingStartedGuide/b_HyperFlexSystems_GettingStartedGuide/b_HX_BookMap_chapter_011.html#id_13262

クラスタがオンラインになった後では、vHBAはなくなります。

ステップ 4 FCまたは iSCSIストレージを追加するかどうかを判断します。
FCストレージの接続

a) CiscoUCSManagerGUIにログインして、ファイバチャネル通信用のVSANを作成します。詳しくは、
ファイバチャネルの VSANの作成, （39ページ）を参照してください。
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b) HyperFlexのWWNNプールとWWNNブロックを作成します。詳細な手順については、WWNNプール
の作成を参照してください。

c) ファブリック固有の（hx-aおよび hx-b）WWNNプールとWWPNブロックを作成します。詳しくは、
WWPNプールの作成, （41ページ）を参照してください。

d) ファブリック Aとファブリック Bにそれぞれ関連付けられている上記のWWPNプールを使用して、
vHBAテンプレートのペアを作成します。詳細な手順については、vHBAテンプレートの作成, （42
ページ）およびファブリックインターコネクト Bの vHBAテンプレートの作成, （51ページ）を参照
してください。

e) HyperFlex SAN接続ポリシーを作成します。詳しくは、SAN接続ポリシーの作成, （44ページ）を参
照してください。

f) クラスタに使用する HXサービスプロファイルテンプレート（SPT）に HX SAN接続ポリシーを割り
当てます。これにより、変更された SPTから作成されたクラスタ内のすべてのノードで pending-ackが
発生します。vHBAを使用してサービスプロファイルの再設定をトリガーするために、クラスタ内の
すべてのサービスプロファイルのすべての pending-ackを確認します。

iSCSIストレージの接続

a) Cisco UCS Manager GUIにログインし、VLANを作成します。詳しくは、HX FIドメインに iSCSIスト
レージを追加するための VLANの作成, （43ページ）を参照してください。

b) iSCSIストレージのMACプールアドレスを作成します。外部ストレージのMACアドレスプールの作
成, （48ページ）を参照してください。

c) ファブリック Aとファブリック Bにそれぞれ関連付けられている vNICテンプレートのペアを作成し
ます。詳しくは、iSCSIストレージの vNICテンプレートの作成, （49ページ）を参照してください。

d) HyperFlex LAN接続ポリシーを作成します。詳しくは、LAN接続ポリシーの作成, （52ページ）を参
照してください。

e) クラスタに使用する HXサービスプロファイルテンプレート（SPT）に HX LAN接続ポリシーを割り
当てます。これにより、変更された SPTから作成されたクラスタ内のすべてのノードで pending-ackが
発生します。vNICを使用してサービスプロファイルの再設定をトリガーするために、クラスタ内のす
べてのサービスプロファイルのすべての pending-ackを確認します。詳細な手順については、LAN接
続ポリシーの作成, （52ページ）を参照してください。

f) ネットワークおよびストレージアダプタを追加します。詳しくは、ネットワークアダプタの追加, （
53ページ）を参照してください。

ステップ 5 これで、外部ストレージの追加が完了します。

任意で、上記の 2種類のストレージのいずれかをHXFIドメインに追加するか、または FCスト
レージと iSCSIストレージの両方を HX FIドメインに追加できます。

（注）

ステップ 6 再度 HXインストーラにログインします。[Start Over]をクリックします。

ステップ 7 最初のワークフローの選択で、[I know what I’m doing, let me customize my workflow]オプションをクリック
します。

ステップ 8 [Deploy HX Software]を選択します。ウィザードに従って、HXクラスタを作成します。
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ファイバチャネルの VSAN の作成
SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDは違っている必要があります。同じ
IDを使用すると、その FCoE VLANを使用しているすべての vNICとアップリンクポートで重大
な障害が発生し、トラフィックが中断されます。IDが FCoE VLAN IDと重複しているすべての
VLAN上でイーサネットトラフィックがドロップされます。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN Cloud] > [VSAN]ノードを選択します。

ステップ 3 [VSAN]ノードを右クリックし、[Create Storage VSAN]を選択します。

ステップ 4 [Create VSAN]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ネットワークに割り当てられている名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロ
ン）、および .（ピリオド）は使用できますが、そ
れ以外の特殊文字とスペースは使用できません。ま

た、オブジェクトが保存された後で、この名前を変

更することはできません。

[Name]フィールド

FCエンドポイントホストモードのファブリック
インターコネクトの [Disable]オプションボタンが
選択されていることを確認します。

ファブリックインターコネクトがアップ

ストリームスイッチに接続されていない

ことを確認します。

（注）

[FC Zoning*]フィールド

環境に応じて設定を選択します。

• VSANがすべての使用可能なファブリック内
で同じ VSAN IDにマッピングされるようにす
る場合は、[Common/Global]オプションボタン
をクリックします。

•ファブリックAとファブリック Bで異なる ID
を持つ 2つの VSANを作成する場合は、[Both
Fabrics Configured Differently]オプションボタ
ンをクリックしします。

[Configuration]
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説明名前

ネットワークに割り当てられている固有識別情報。

FCエンドホストモードの場合、3840～ 4079も予
約済みの VSAN ID範囲です。

[VSAN ID]フィールド

ファイバチャネル接続に使用される VLANに割り
当てられた固有識別情報。

VLAN4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco
UCS Managerでは、VLAN 4048が次のデフォルト
値に使用されます。4048を VLANに割り当てる場
合は、これらの値を再設定する必要があります。

[FCoE VLAN]フィールド

WWNN プールの作成
ワールドワイドノード名（WWNN）プールは、ワールドワイドノード名だけを含むWorld Wide
Name（WWN）プールです。サービスプロファイルにWWNNのプールを含める場合、関連付け
られたサーバには、そのプールからWWNNが割り当てられます。

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけをイ
ンクルードできます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Pools] > [root] > [Sub-Organizations] > [hx-cluster]の順に展開します。

ステップ 3 プールを作成する [hx-cluster]サブ組織を展開します。

ステップ 4 [WWNN Pools]を右クリックし、[Create WWNN Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create WWNN Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ダイアログボックスで、[HyperFlex]と入
力します。

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create WWNN Pool]ウィザードの [Add WWN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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[Form]フィールド：ブロック内の最初のWWN。

[Size]フィールド：ブロックに含めるWWNの数。

WWNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍数にする必要があります。たとえば、ノード
ごとに 7個のポートがある場合、プールサイズは 8の倍数である必要があります。ノードごとに 63個の
ポートがある場合、プールサイズは、64の倍数である必要があります。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [Finish]をクリックします。

次の作業

WWPNプールを作成します。

WWPN プールの作成

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Pools] > [root] > [Sub-Organizations] > [hx-cluster]の順に展開します。

ステップ 3 [WWPN Pools]を右クリックし、[Create WWPN Pool]を選択します。

ステップ 4 [Create WWPN Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ダイアログボックスで、[hx-a]と入力しま
す。

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create WWNN Pool]ウィザードの [Add WWN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
[Form]フィールド：ブロック内の最初のWWN。

[Size]フィールド：ブロックに含めるWWNの数。

WWNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍数にする必要があります。たとえば、ノード
ごとに 7個のポートがある場合、プールサイズは 8の倍数である必要があります。ノードごとに 63個の
ポートがある場合、プールサイズは、64の倍数である必要があります。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 [Finish]をクリックします。

次の作業

WWPNプール [hx-b]を作成します。上記の手順に従ってください。
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vHBA テンプレートの作成
このテンプレートは、サーバ上のvHBAによるSANへの接続方法を定義するポリシーです。これ
は、vHBASAN接続テンプレートとも呼ばれます。このポリシーを有効にするには、このポリシー
をサービスプロファイルに含める必要があります。

はじめる前に

このポリシーは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にしてい
ます。

•ネームド VSAN

• WWNNプール、またはWWPNプール

• SANピングループ

•統計情報しきい値ポリシー

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [root] > [Sub-Organizations] > [hx-cluster]の順に展開します。

ステップ 3 [vHBA Templates]ノードを右クリックし、[Create vHBA Template]を選択します。

ステップ 4 [Create vHBA Template]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[vhba-a]と入力します。

仮想ホストバスアダプタ（vHBA）テンプレートの
名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロ
ン）、および .（ピリオド）は使用できますが、そ
れ以外の特殊文字とスペースは使用できません。ま

た、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更

することはできません。

[Name]フィールド

テンプレートのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。

[Description]フィールド

[A]を選択します。[Fabric ID]フィールド

ファブリック Aに選択した VSANを選択して、こ
の vHBAに関連付けます。

[Select VSAN]ドロップダウンリスト
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説明名前

[Updating Template]を選択します。

このテンプレートが変更されると、このテンプレー

トから作成された vHBAが更新されます。

[Template Type]フィールド

デフォルト：2048

vHBAがサポートするファイバチャネルフレーム
のペイロードバイトの最大サイズ。

[Max Data Field Size]フィールド

[hx-a]を割り当てます。[WWPN Pool]ドロップダウンリスト

<not set>[QoS Policy]ドロップダウンリスト

<not set>[Pin Group]ドロップダウンリスト

<not set>[Stats Threshold Policy]ドロップダウンリスト

ステップ 5 [OK]をクリックします。

次の作業

ファブリックインターコネクト Bの vHBAテンプレートを作成します。

HX FI ドメインに iSCSI ストレージを追加するための VLAN の作成

ステップ 1 Webブラウザを開き、Cisco UCSManagerの IPアドレスを入力します。ログインクレデンシャルを入力し
ます。

ステップ 2 [LAN]タブ > [LAN] > [LAN Cloud] > [VLANS]に移動します。

ステップ 3 次の表に示すように、右クリックして [Create VLANs]を選択します。

VLAN ID（デフォ
ルト）

マルチキャスト

ポリシー名

説明VLAN 名

4201HyperFlex外部ストレージの接続を追加するために使

用されます

hx-extstorage-iscsi

（注）
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•設定オプションは [Common/Global]です。これは、両方のファブリックに適用され、いずれの状況で
も同じ設定パラメータが使用されます。

共有タイプは、[None]に設定されます。

•

ステップ 4 [OK]をクリックします。

次の作業

外部ストレージのMACプールを作成します。

SAN 接続ポリシー
接続ポリシーは、ネットワーク内のサーバとSANの間の接続およびネットワーク通信リソースを
決定します。これらのポリシーは、プールを使用してサーバにMACアドレス、WWN、および
WWPNを割り当て、サーバがネットワークとの通信に使用する vNICおよび vHBAを識別しま
す。

これらの接続ポリシーは、サービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレート

に含まれるため、静的 IDを接続ポリシーで使用することはお勧めしません。接続ポリシーは、
複数のサーバを設定するためにも使用できます。

（注）

SAN 接続ポリシーの作成

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [root] > [Sub-Organizations] > [hx-cluster]の順に展開します。

ステップ 3 [SAN Connectivity Policies]を右クリックし、[Create SAN Connectivity Policy]を選択します。

ステップ 4 [Create SAN Connectivity Policy]ダイアログボックスで、[Name]として Hyperflexと入力し、オプションで
[Description]に説明を入力します。

ステップ 5 [WWNN Assignment]ドロップダウンから、[Hyperflex]プールを選択します。
各プール名の後には、プール内で利用可能なWWNの数およびWWNの合計数を示す、括弧に囲まれた 2
つの数字が表示されます。
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ステップ 6 [Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create vHBAs]ダイアログボックスで、名前として vhba-aと入力します。

ステップ 8 [Use vHBA template]をクリックします。

ステップ 9 [vHBA template]ドロップダウンリストから [vhba-a]を選択します。

ステップ 10 [Adapter Policy]ドロップダウンリストから [VMware]を選択します。

ステップ 11 [OK]をクリックします。

ステップ 12 ステップ 7から 12を繰り返して、vHBA vhba-bを作成し、vhba-bテンプレートを割り当てます。

次の作業

HXノードサービスプロファイルテンプレートに SAN接続ポリシーを統合します。

HX ノードサービスプロファイルテンプレートへの SAN 接続ポリシー
の統合

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Server]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profile Template] > [root] > [Sub-Organizations] > [hx-cluster]の順に展開します。

ステップ 3 [Service Template hx-nodes]を選択し、[vHBA]を選択します。

ステップ 4 作業ペインの [Storage]タブで、[SAN Connectivity Policy]セクションにあるドロップダウンリストから
[HyperFlex]を選択します。

ステップ 5 [Save]をクリックします。

これにより、このSPTに関連付けられているサービスプロファイルがユーザの確認をとってから
HXノードをリブートします。

外部 iSCSI ストレージへの Cisco HX サーバの接続

iSCSI SAN の概念
iSCSI SANはコンピュータシステム間またはホストサーバ間でイーサネット接続を使用する、ハ
イパフォーマンスのストレージサブシステムです。SANのコンポーネントには、ストレージト
ラフィックを転送するホストサーバ、スイッチ、ルータ内の iSCSIホストバスアダプタ（HBA）
またはネットワークインターフェイスカード（NIC）、ケーブル、ストレージプロセッサ、およ
びストレージディスクシステムがあります。
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iSCSI SANは、クライアント/サーバアーキテクチャを使用します。iSCSIイニシエータと呼ばれ
るクライアントは、ホスト上で稼働します。iSCSIイニシエータは iSCSIコマンドをサーバに対し
て発行します。これらのコマンドは、iSCSIプロトコルを使用してカプセル化した状態で送信され
ます。サーバは、iSCSIターゲットと呼ばれます。iSCSIターゲットはネットワーク上の物理スト
レージシステムを表します。また、たとえば仮想マシンで稼働する iSCSIターゲットエミュレー
タなどの iSCSIターゲットを仮想 iSCSI SANで提供することもできます。iSCSIターゲットは必要
な iSCSIデータを送信して、イニシエータからのコマンドに応答します。

検出、認証、およびアクセス制御

ストレージを検出し、そのストレージへのアクセスを制限するには、いくつかのメカニズムを使

用できます。ストレージアクセス制御ポリシーをサポートするように、ホストとインターネット

SCSI（iSCSI）を設定する必要があります。

仮想マシンが iSCSI SAN 上のデータにアクセスする方法

ESXiが仮想マシンのディスクファイルを保管する VMFSデータストアは、SANストレージデバ
イス上にあります。仮想マシンのゲストオペレーティングシステムが自身の仮想ディスクに対し

て iSCSIコマンドを発行すると、SCSI仮想化層により、コマンドがVMFSファイル操作に変換さ
れます。iSCSIイニシエータがネットワーク接続に使用するポートに応じて、イーサネットスイッ
チとルータは、ホストがアクセス対象とするストレージデバイスにリクエストを伝送します。

iSCSI SAN での ESXi の使用

SANと併せてESXiを使用することで、ストレージが統合されて信頼性が向上するとともに、ディ
ザスタリカバリにも役立ちます。iSCSI SANストレージシステムを使用するように ESXiホスト
をセットアップする場合は、いくつかの特殊な考慮事項があることに注意してください。

iSCSI ストレージに関するベストプラクティス

iSCSI SANと併せてESXiを使用する際は、VMwareが提示している問題回避のためのベストプラ
クティスに従ってください。

ストレージシステムがストレージAPI（アレイ統合ハードウェアアクセラレーション機能）をサ
ポートしている場合は、ストレージ予約を確認します。また、ストレージシステム側でハード

ウェアアクセラレーションサポートを有効にする方法について、ベンダーのドキュメントで確認

する必要があります。

iSCSI SAN の問題の回避
SANと併せて ESXiを使用する際は、SAN設定で問題が発生しないよう、以下の特定のガイドラ
インに従ってください。

•各 LUNに配置する VMFSデータストアは 1つだけにしてください。LUN上に複数の VMFS
データストアを配置することは推奨されません。
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•システムが設定するパスポリシーは、それを変更することによってどのような影響があるか
を理解していない限り、変更しないでください。

•設定、アクセス制御、ストレージ、スイッチ、サーバ、iSCSI HBA設定、ソフトウェアおよ
びファームウェアのバージョン、ストレージの配線計画を含め、すべての情報を文書化して

ください。

•障害時に備えた計画を立てます。トポロジマップの複数のコピーを作成します。各要素につ
いて、その要素で障害が発生した場合に SANに与える影響を検討してください。

•極めて重要な障害点を見逃さないよう、設計に記載されている各種のリンク、スイッチ、
HBA、およびその他の要素のそれぞれをチェックするごとに線を引いて消します。

•スロットとバス速度に基づき、iSCSI HBAが ESXiホストの正しいスロットに設置されてい
ることを確認します。サーバで使用可能なバスの間で PCIバスの負荷を分散します。

• ESXiパフォーマンスグラフ、イーサネットスイッチ統計情報、およびストレージパフォー
マンス統計情報を含め、あらゆる可視の情報で、ストレージネットワーク内のさまざまなモ

ニタポイントを十分に理解します。

•ホストが使用するVMFSデータストアが配置されている LUNの IDを変更する際は注意して
ください。IDが変更されると、VMFSデータストアで実行中の仮想マシンで障害が発生しま
す。VMFSデータストアで実行中の仮想マシンがないとしても、LUNの IDを変更した後は、
ホスト上で再スキャンを行って IDをリセットする必要があります。再スキャンを使用する
方法の詳細については、「Storage Refresh and Rescan Operations」を参照してください。

• iSCSIアダプタのデフォルト名を変更する必要がある場合は、使用する名前が世界レベルで
一意であり、適切な形式になっていることを確認します。ストレージアクセスに問題が発生

しないよう、それぞれ異なるホスト上にあるアダプタであっても、決して複数のアダプタに

同じ iSCSI名前を割り当てないでください。

• iSCSIトラフィックとアップリンクがそれぞれに専用のvSwitchで隔離されるようにしてくだ
さい。

Cisco HX ドメインへの iSCSI の接続

HX FI ドメインに iSCSI ストレージを追加するための VLAN の作成

ステップ 1 Webブラウザを開き、Cisco UCSManagerの IPアドレスを入力します。ログインクレデンシャルを入力し
ます。

ステップ 2 [LAN]タブ > [LAN] > [LAN Cloud] > [VLANS]に移動します。

ステップ 3 次の表に示すように、右クリックして [Create VLANs]を選択します。
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VLAN ID（デフォ
ルト）

マルチキャスト

ポリシー名

説明VLAN 名

4201HyperFlex外部ストレージの接続を追加するために使

用されます

hx-extstorage-iscsi

（注）

•設定オプションは [Common/Global]です。これは、両方のファブリックに適用され、いずれの状況で
も同じ設定パラメータが使用されます。

共有タイプは、[None]に設定されます。

•

ステップ 4 [OK]をクリックします。

次の作業

外部ストレージのMACプールを作成します。

外部ストレージの MAC アドレスプールの作成
すでに存在するMACアドレスの重複を避けるために、デフォルトのMACアドレスのブロックを
変更します。各ブロックには、デフォルトで 100個のMACアドレスが含まれており、UCSシス
テムごとに最大100のHXサーバを展開できます。トラブルシューティングを容易にするために、
vNICごとに 1つのMACプールを使用することを推奨します。

8桁目は Aまたは Bに設定します。「A」は、ファブリックインターコネクト Aにピン接続
された vNICで設定されます。「B」は、ファブリックインターコネクト Bにピン接続された
vNICで設定されます。

（注）

ステップ 1 Webブラウザを開き、Cisco UCSManagerの IPアドレスを入力します。ログインクレデンシャルを入力し
ます。

ステップ 2 Cisco UCS Managerで、[LAN tab] > [Pools] > [root] > [Sub-org] > [hx-cluster] > [MAC Pools]に移動します。

ステップ 3 [MAC Pools]を右クリックし、[Create MAC Pool]を選択します。

ステップ 4 [CreateMAC Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次に示すように必須フィールドに
入力します。

MACアドレスブロック割り当て順序説明MACプール名
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00:25:B5:XX:1:01-63SequentialHyperFlexシステムに外部スト
レージを追加するためのMAC
プール

hx-extstorage-a

MACアドレスの最後のブロックを確認し、次の順序のブロックを使用して、両方のファブリッ
クに新しいMACプールを作成してください。

（注）

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create MAC Pool]ウィザードの [Add MAC Addresses]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create a Block of MAC Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のMACアドレス。[First MAC Address]フィールド

ブロック内のMACアドレス数。[Size]フィールド

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 [Finish]をクリックします。

次の作業

手順を繰り返して、ファブリックインターコネクト bにMACプール hx-extstorage-bを作成しま
す。

iSCSI ストレージの vNIC テンプレートの作成
このテンプレートは、サーバ上の vNICと LANの接続方法を定義するポリシーです。これは、
vNIC LAN接続テンプレートとも呼ばれます。このポリシーを有効にするには、このポリシーを
サービスプロファイルに含める必要があります。

はじめる前に

このポリシーは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にしてい
ます。

•ネームド VLAN

• MACプール

• Jumbo MTU
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• QoSポリシー

ステップ 1 Cisco UCS Managerで、[LAN]タブ > [Policies] > [root] > [Sub-Organization] > [Hyperflex] > [vNIC Templates]
に移動します。

ステップ 2 [vNIC Templates]ノードを右クリックし、[Create vNIC Template]を選択します。

ステップ 3 [Create vNIC Template]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

extstorage_iscsi-aを入力します。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロ
ン）、および .（ピリオド）は使用できますが、そ
れ以外の特殊文字とスペースは使用できません。ま

た、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更

することはできません。

[Name]フィールド

テンプレートのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。

[Description]フィールド

[A]を選択します。[Fabric ID]フィールド

Primary[Redundancy]ドロップダウンリスト

アダプタTarget

[Updating Template]を選択します。

このテンプレートが変更されると、このテンプレー

トから作成された vNICが更新されます。

[Template Type]フィールド

hx-extstorage-iscsi（上記で作成したもの）[VLAN]フィールド

vNIC名[CDN Source]

9000[MTU]ドロップダウンリスト

hx-extstorage-a（以前に作成済み）[MAC Pool]

Bronze[QoS Policy]ドロップダウンリスト

DynamicConnection
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ステップ 4 [OK]をクリックします。

次の作業

ファブリックインターコネクト Bの vNICテンプレートを作成します。

ファブリックインターコネクト B の vHBA テンプレートの作成

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [root] > [Sub-Organizations] > [hx-cluster]の順に展開します。

ステップ 3 [vHBA Templates]ノードを右クリックし、[Create vHBA Template]を選択します。

ステップ 4 [Create vHBA Template]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[vhba-b]と入力します。

仮想ホストバスアダプタ（vHBA）テンプレートの
名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロ
ン）、および .（ピリオド）は使用できますが、そ
れ以外の特殊文字とスペースは使用できません。ま

た、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更

することはできません。

[Name]フィールド

テンプレートのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。

[Description]フィールド

[B]を選択します。[Fabric ID]フィールド

ファブリック Bに選択した VSANを選択して、こ
の vHBAに関連付けます。

[Select VSAN]ドロップダウンリスト

[Updating Template]を選択します。

このテンプレートが変更されると、このテンプレー

トから作成された vHBAが更新されます。

[Template Type]フィールド

デフォルト：2048

vHBAがサポートするファイバチャネルフレーム
のペイロードバイトの最大サイズ。

[Max Data Field Size]フィールド
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説明名前

[hx-b]を割り当てます。[WWPN Pool]ドロップダウンリスト

<not set>[QoS Policy]ドロップダウンリスト

<not set>[Pin Group]ドロップダウンリスト

<not set>[Stats Threshold Policy]ドロップダウンリスト

ステップ 5 [OK]をクリックします。

LAN 接続ポリシー
接続ポリシーは、ネットワーク内のサーバとLANの間の接続およびネットワーク通信リソースを
決定します。このポリシーは、プールを使用してMACアドレスをサーバに割り当て、サーバが
ネットワークとの通信に使用する vNICを識別します。

これらの接続ポリシーは、サービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレート

に含まれるため、静的 IDを接続ポリシーで使用することはお勧めしません。接続ポリシーは、
複数のサーバを設定するためにも使用できます。

（注）

LAN 接続ポリシーの作成

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Sub-Org] > [hx-cluster] > [LAN Connectivity Policies] > [HyperFlex]を展開します。

ステップ 3 [Add iSCSI vNICs]をクリックします。

ステップ 4 [Create vNIC]ダイアログボックスで、名前（iscsi-A）を入力します。[Use vNICTemplate]および [Redundancy
Pair]をオンにします。

ステップ 5 [Peer Name]に iscsi-Bと入力します。

ステップ 6 [vNIC Template]の名前として、ドロップダウンリストから [iscsi-A]を選択します。[OK]をクリックしま
す。

ステップ 7 ステップ 3から 6を繰り返して、vNIC iscsi-Bを作成し、vNIC-bテンプレートを割り当てます。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。[Save Changes]ボックスが表示されます。[Yes]をクリックして変更を
受け入れます。
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HXノードサービスプロファイルテンプレートに LAN接続ポリシーを統合します。

HX ノードサービスプロファイルテンプレートへの LAN 接続ポリシーの統合

ステップ 1 [Server]タブに移動します。[root] > [Sub-Org] > [hx-cluster] > [Service Template hx-nodes]を展開します。

ステップ 2 作業ペインの [Network]タブで、[LAN Connectivity Policy]セクションにあるドロップダウンリストから
[HyperFlex]を選択します。

ステップ 3 [Modify vNIC/HBA Placement]をクリックします。iscsi vNICが適切な順序かどうかを確認します。それら
がその順序で最後になっていることを確認します。必要に応じて配置し直します。

FCと iSCSIの両方のストレージを追加する場合は、vHBAの順序が vNICの順序に先行しま
す。

（注）

ステップ 4 [Save]をクリックします。

これにより、このSPTに関連付けられているサービスプロファイルがユーザの確認をとってから
HXノードをリブートします。

ネットワークアダプタの追加

ステップ 1 VMware vCenterに進みます。

ステップ 2 [HX node]を選択します。

ステップ 3 [Configuration] > [Hardware]に移動します。

ステップ 4 [Network Adapters]をクリックします。

ステップ 5 作成した iSCSI vmnicが [Network Adapters]に表示されていることを確認します。[Networking]をクリック
します。

ステップ 6 [Create vSphere Standard Switch]を選択し、新しい vSwitchを作成して、前に追加した 2つの vNICを選択
します。

ステップ 7 [Next]をクリックします。

ステップ 8 ポートグループを作成し、接続タイプを [VMkernel]に設定します。[Port Group Properties]セクションで、
[Network Label]、[VLAN ID]、および [Network Type]に値を入力します。

ステップ 9 [Next]をクリックし、[IP Address]に iSCSIイニシエータの IPアドレスを入力します。

ステップ 10 [Finish]をクリックします。vswitchが作成され、1つの vmkernelポートグループが割り当てられます。
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マルチパスを設定する場合は、作成した vswitchの [Properties]をクリックし、[Add]をクリックし
て別の vmkernelポリシーを追加します。上記のステップ 8および 9を実行します。[Finish]をク
リックします。

2つの vmkernelポートを使用してマルチパスを設定した場合は、NICチーミングポリシーを設定
します。

最初の vmkernelポートをクリックして [Edit]をクリックし、[NIC teaming]チェックボックスをオ
ンにしてスイッチフェールオーバー順序をオーバーライドします。一方の vnicアダプタをアク
ティブにしてもう一方を未使用の状態にします。2番目の vmkernelポートについて、以上の逆の
設定を行います。

注目

ストレージアダプタの追加

ステップ 1 VMware vCenterに進みます。

ステップ 2 [HX node]を選択します。

ステップ 3 [Configuration] > [Hardware]に移動します。

ステップ 4 [Storage Adapters]をクリックします。

ステップ 5 [USB Storage Controller]を選択します。

ステップ 6 [Add]をクリックします。

ステップ 7 [Add iSCSI Software Adapter]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 新しい [Software iSCSI adapter]が [Storage Adapter]リストに追加されます。追加された [Software iSCSI
Adapter]をリストから選択します。

ステップ 10 [Properties] > [Network Configuration]タブの順にクリックします。

ステップ 11 [Add]をクリックします。

ステップ 12 vNIC 10と vNIC 11が表示されているはずです。この両方を選択して、[OK]をクリックします。

ステップ 13 [Dynamic Discovery]タブに移動します。
ブランクで表示されます。

ステップ 14 [Add the iSCSI target IP against the iSCSI adapter]をクリックします。デフォルトポートとして使用します。

ステップ 15 [OK]をクリックします。
ターゲットが取り込まれます。2番目の IPマルチパスに対して、上記の手順を繰り返します。

再スキャンを実行するかどうか尋ねられます。[Yes]をクリックします。iSCSI LUNが割り当て
済みの場合は、ソフトウェアの [Configuration]でデバイスの下にその iSCSI LUNが表示されま
す（シッククライアント）。

（注）
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ステップ 16 [Storage]に移動します。

ステップ 17 [Configuration]タブで、[Add Storage]をクリックします。

ステップ 18 [Storage Type]として [Disk]または [LUN]を選択します。[Next]をクリックします。

ステップ 19 LUNが表示されます。それを選択してから、[Next]をクリックします。

ステップ 20 [Datastore Name]にデータストア名を入力し、[Finish]をクリックします。

外部 NFS ストレージへの Cisco HX サーバの接続

Network File System
ESXiに統合された NFSクライアントは、ネットワークファイルシステム（NFS）プロトコルを
使用して、NASサーバ上にある指定のNFSボリュームに TCP/IPでアクセスします。ESXiホスト
にはボリュームをマウントすることができ、そのボリュームでストレージニーズに対応します。

ESXiは、ほとんどの NFSボリュームで以下のストレージ機能をサポートします。

• vMotionおよび Storage vMotion

•ハイアベイラビリティ（HA）

•分散リソーススケジューラ（DRS）

NFS に関する注意事項と要件
NFSストレージを使用する際は、設定、ネットワーク、NFSデータストアに関する以下の注意事
項に従ってください。

NFS サーバ設定時の注意事項

•使用する NFSサーバが VMware HCLに記載されていることを確認します。サーバファーム
ウェアに適切なバージョンを使用する必要があります。

• NFSストレージを設定する際は、ストレージベンダーの推奨事項に従います。

• NFSボリュームは NFSを使用して TCPでエクスポートされるようにする必要があります。

•ホストのそれぞれにボリュームへのルートアクセス権限が割り当てられるようにします。
NASサーバがルートアクセス権限を付与しないとしても、ホスト上に NFSデータストアを
マウントすることはできます。ただし、そのデータストアで仮想マシンを作成することはで

きません。

• NFSサーバが 1つの共有に対して両方のプロトコルバージョンを指定していないことを確認
します。
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•ファイルを保管する基礎のNFSボリュームが読み取り専用となっている場合は、NFSサーバ
がそのボリュームを読み取り専用としてエクスポートすることを確認してください。そうで

ない場合は、ESXiホスト上でそのボリュームを読み取り専用データストアとして設定する必
要があります。このようしないと、ホストがそのデータストアを読み取り/書き込みに対応す
ると見なし、ファイルを開けなくなります。

NFS ネットワークに関する注意事項

•ネットワーク接続を可能にするには、ホストに標準ネットワークアダプタが必要です。

• ESXiはレイヤ 2およびレイヤ 3のネットワークスイッチをサポートします。レイヤ 3スイッ
チを使用する場合は、ESXiホストと NFSストレージアレイをそれぞれ別のサブネットに配
置して、ネットワークスイッチでルーティング情報を処理する必要があります。

• NFSトラフィックとアップリンクがそれぞれに専用の vSwitchで隔離されるようにしてくだ
さい。

• NFSストレージにはVMkernelポートグループが必要です。新しい仮想スイッチ（vSwitch）
上に、IPストレージの VMkernelポートグループを追加してください。vSwitchスイッチと
しては、vSphere標準スイッチ（VSS）または vSphere分散スイッチ（VDS）を使用できま
す。

•複数のポートでNFSトラフィックに対応する場合は、それに応じて適切に仮想スイッチと物
理スイッチが設定されていることを確認します。詳細については、vSphereネットワークに
関するドキュメントを参照してください。

NFSストレージの設定の詳細については、ストレージベンダーのドキュメントを参照してく
ださい。

（注）

NFS ストレージの vSwitch、アダプタ、およびポートグループの作成

ステップ 1 vCenter Webクライアントで、[Inventory] > [Hosts and Clusters] > [DC] > [host]に移動します。[Configuration]
タブで、[Networking] > [Add Networking]の順にクリックします。ウィザードボックスで、[VMkernel]を
選択します。[Next]をクリックします。

ステップ 2 [Create vSphere Standard switch]を選択し、使用可能な vmnicを選択します。[Next]をクリックします。

ステップ 3 ポートグループの名前を入力します。例：NFS
環境にネイティブ VLANがある場合、VLAN IDをデフォルトのままにします。

ステップ 4 [IP Setting]に IP設定の情報を入力します。[Next]をクリックします。[Finish]をクリックします。
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NFS ストレージ環境の設定

ステップ 1 NFSサーバで、NFSボリュームを設定し、そのボリュームをマウント先の ESXiホストにエクスポートし
ます。NFSサーバの IPアドレスまたは DNS名および絶対パス、あるいは NFS共有フォルダ名に注意し
てください。

このデータストアをマウントする各ホストが、Active Directoryドメインの一部になっているこ
と、およびホストごとに NFS認証クレデンシャルが設定されていることを確認します。

（注）

ステップ 2 vCenterシッククライアントで、[Storage]に移動します。[Configuration]タブで、[Add Storage]をクリック
します。ウィザードボックスで、[Network File System (NFS)]を選択します。[Next]をクリックします。

ステップ 3 [Local NFS]ウィザードが表示されます。ターゲットサーバの IPアドレスと、そのアドレスに対応するパ
スを入力します。データストアに名前を付けます。[Next]と [Finish]をクリックします。

注：サービスプロファイルテンプレート、サービスプロファイル、およびポリシーに関して

Cisco UCS Managerで行う必要がある変更はありません。詳細については、vSphereネットワー
クに関するドキュメントを参照してください。

（注）

ファイバチャネルのゾーン分割
ファイバチャネル（FC）ゾーン分割によって、FCファブリックを 1つ以上のゾーンに区切るこ
とができます。各ゾーンでは、VSANで相互通信できる FCイニシエータと FCターゲットのセッ
トが定義されます。ゾーン分割により、ホストとストレージデバイスまたはユーザグループ間の

アクセス制御を設定することができます。

ゾーンに関する情報

ゾーンは複数のゾーンメンバから構成されており、次のような特性を備えています。

•ゾーンのメンバ同士はアクセスできますが、異なるゾーンのメンバ同士はアクセスできませ
ん。

•ゾーンのサイズを変更できます。

•デバイスは複数のゾーンに所属できます。

1つの物理ファブリックに最大 8,000ゾーンを収容できます。

Cisco UCS Managerでのファイバチャネルのゾーン分割
CiscoUCSManagerは、スイッチベースのファイバチャネル（FC）ゾーニングとCiscoUCSManager
ベースのFCゾーニングをサポートします。同じCiscoUCSドメイン内ではゾーン分割タイプを組
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み合わせて設定できません。次のゾーン分割タイプのいずれかを使って Cisco UCSドメインを設
定できます。

• Cisco UCS Managerベースのファイバチャネルゾーン分割：この設定は、直接接続ストレー
ジとローカルゾーン分割の組み合わせです。ファイバチャネルまたはFCoEのストレージは
ファブリックインターコネクトに直接接続され、ゾーン分割は、Cisco UCSローカルゾーン
分割を使用して Cisco UCS Managerで実行されます。既存のファイバチャネルまたは FCoE
のアップリンク接続を無効にする必要があります。現時点では、Cisco UCSは、Cisco UCS
ローカルゾーン分割機能の利用において、アクティブなファイバチャネル/FCoEアップリン
ク接続をサポートしていません。

•スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割：この設定は、直接接続ストレージとアッ
プリンクゾーン分割の組み合わせです。ファイバチャネルまたはFCoEのストレージはファ
ブリックインターコネクトに直接接続され、ゾーン分割は、MDSまたは Nexus 5000スイッ
チを介して Cisco UCSドメインの外部から実行されます。この設定では、Cisco UCSドメイ
ンでのローカルゾーン分割はサポートされません。スイッチベースのゾーン分割の場合、

Cisco UCSドメインは上流に位置するスイッチからゾーン分割の設定を継承します。

ゾーン分割は VSAN単位で設定されます。ファブリックレベルでゾーン分割を有効にするこ
とはできません。

（注）

推奨事項

• Cisco UCSManagerにファイバチャネルゾーン分割を処理させる場合は、ファブリックイン
ターコネクトがファイバチャネルスイッチモードである必要があります。エンドホスト

モードではファイバチャネルゾーン分割を設定できません。

• Cisco UCSドメインが 2つのファブリックインターコネクトによるハイアベイラビリティ構
成である場合は、両方のファブリックインターコネクトに同一のVSANセットを設定するこ
とを推奨します。
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ファイバチャネルゾーン分割の設定

手順の概要

1. まだ完了してない場合は、CiscoUCSドメイン内のファブリックインターコネクトの接続を、
外部ファイバチャネルスイッチ（MDSなど）から切り離します。

2. CiscoUCSドメインにまだ外部ファイバチャネルスイッチによって管理されたゾーンが含まれ
る場合は、これらのゾーンを削除するために、影響を受けたすべての VSANで
clear-unmanaged-fc-zone-allコマンドを実行します。

3. ファイバチャネルスイッチモードの両方のファブリックインターコネクトでファイバチャネ
ルスイッチングモードを設定します。

4. ファイバチャネルゾーンのトラフィック転送に必要なファイバチャネルと FCoEストレージ
ポートを設定します。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

まだ完了してない場合は、CiscoUCSドメイン内
のファブリックインターコネクトの接続を、外

ステップ 1   

部ファイバチャネルスイッチ（MDSなど）か
ら切り離します。

この機能は現在、Cisco UCSManager GUIでは使用でき
ません。この手順は、Cisco UCS Manager CLIで実行す
る必要があります。

Cisco UCSドメインにまだ外部ファイバチャネ
ルスイッチによって管理されたゾーンが含まれ

る場合は、これらのゾーンを削除するために、

影響を受けたすべての VSANで

ステップ 2   

clear-unmanaged-fc-zone-allコマンドを実行し

ます。

エンドホストモードではファイバチャネルゾーン分割

を設定できません。参照先 http://www.cisco.com/c/en/us/
ファイバチャネルスイッチモードの両方のファ

ブリックインターコネクトでファイバチャネル

スイッチングモードを設定します。

ステップ 3   

td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/
Storage-Mgmt/3-1/
b_UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_3_1/b_UCSM_
GUI_Storage_Management_Guide_3_1_chapter_
01110.html#task_B6E0C2A15FE84D498503ADC19CDB160B

「Configuring an Ethernet Port as an FCoE Storage Port」お
よび「Configuring a Fiber Channel Storage Port」を参照し
てください。次のリンクを参照してください。

ファイバチャネルゾーンのトラフィック転送に

必要なファイバチャネルと FCoEストレージ
ポートを設定します。

ステップ 4   

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/
ucs-manager/GUI-User-Guides/Storage-Mgmt/3-1/
b_UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_3_1/b_UCSM_
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目的コマンドまたはアクション

GUI_Storage_Management_Guide_3_1_chapter_
01100.html#task_A33D13CA58924EB1AD35EBA473B92625

ダイレクトアタッチドストレージ
標準的なダイレクトアタッチドストレージ（DAS）システムは、ホストバスアダプタ（HBA）
を介してコンピュータに直接接続されているデータストレージデバイスで構成されています。こ

れら 2つのポイント間にはネットワークデバイス（スイッチやルータなど）がありません。DAS
接続に使用される主要なプロトコルは、ATA、SATA、eSATA、SCSI、SAS、USB、USB3.0、IEEE
1394、およびファイバチャネルです。

Cisco UCS Managerでは、SANスイッチでゾーン分割設定をプッシュしなくても DASを使用でき
ます。ここで説明されている DASの構成では、ストレージアレイポートとファブリックイン
ターコネクトの間に物理ケーブルが接続済みであることが想定されています。

ファイバチャネルスイッチングモード
ファイバチャネルスイッチングモードは、サーバとストレージデバイス間のスイッチング装置

としてファブリックインターコネクトがどのように動作するかを決定します。ファブリックイン

ターコネクトは、次のファイバチャネルスイッチングモードのいずれかで動作します。

エンドホストモード

エンドホストモードを使用すると、ファブリックインターコネクトは、仮想ホストバスアダプ

タ（vHBA）を介して接続されているすべてのサーバ（ホスト）に代わって、接続されているファ
イバチャネルネットワークに対するエンドホストとして動作することができます。この動作は、

vHBAをファイバチャネルポートアダプタにピン接続することにより実現されます（動的なピン
接続または固定のピン接続のいずれか）。これにより、ファイバチャネルポートはファブリック

の残りの部分に対してサーバポート（Nポート）となります。エンドホストモードの場合、ファ
ブリックインターコネクトは、アップリンクポートがトラフィックを相互に転送するのを拒否す

ることでループを回避します。

エンドホストモードはNポート仮想化（NPV）モードと同義です。このモードは、デフォルトの
ファイバチャネルスイッチングモードです。

エンドホストモードを有効にした場合、vHBAがアップリンクファイバチャネルポートに固
定ピン接続されていて、このアップリンクポートがダウンすると、システムはその vHBAを
ピン接続し直すことはできず、その vHBAはダウンしたままになります。

（注）
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スイッチモード

スイッチモードは従来のファイバチャネルスイッチングモードです。スイッチモードを使用し

て、ファブリックインターコネクトをストレージデバイスに直接接続することができます。ファ

イバチャネルスイッチモードの有効化は、SANが存在しない（たとえば、ストレージに直接接
続された 1つの Cisco UCSドメイン）ポッドモデル、または SANが存在する（アップストリー
ムMDSを使用）ポッドモデルで役に立ちます。スイッチモードはデフォルトのファイバチャネ
ルスイッチングモードではありません。

ファイバチャネルスイッチモードでは、SANピングループは不適切です。既存の SANピン
グループはすべて無視されます。

（注）

ファイバチャネルスイッチングモードの設定

ファイバチャネルスイッチングモードを変更すると、Cisco UCS Managerにより、ユーザは
ログアウトされ、ファブリックインターコネクトが再起動されます。クラスタ設定では、Cisco
UCSManagerにより両方のファブリックインターコネクトが同時に再起動されます。2つ目の
ファブリックインターコネクトがファイバチャネルスイッチングモードに変更され、システ

ムが使用できるようになるまでには数分間かかります。

重要

ファイバチャネルスイッチングモードを変更すると、両方の Cisco UCSファブリックインター
コネクトが同時にリロードします。ファブリックインターコネクトがリロードすると、約 10～
15分のダウンタイムがシステム全体で発生します。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、次のリンクのいずれかをクリックします。

• [Set FC Switching Mode]

• [Set FC End-Host Mode]

現在のモードのリンクはグレー表示されます。

ステップ 5 ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。
Cisco UCS Managerにより、ファブリックインターコネクトの再起動、ログアウト、および Cisco UCS
Manager GUIの切断が実行されます。
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